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すべての無駄の排除は、スリム化とシンプル化において高い効率性を模索し、企業システム

の構築を可能な自動化において提案することは時代における新しい可能性を企業が実現で

きると考える。 

 

これらは新たな利益性における企業経営への転換であり、新しい時代における資本要求を

クリアするため企業における必題であると考える。 

 

これらは風通しの良い新しい企業環境と風土をそのシステム化とともに実現できることで

あり、それらは時代性における新しい現実への参加であると考える。 

 

これらは次世代という新しい潮流への企業の転換を実現し、より優れた企業サイクルにお

いて、その新しい独創性と創造性を提案することなのである。 

 

これらは新しい資本基準と効率性生産性基準への転換において時代の与える可能性という

現実を行うことを提案するものである。 

 

これらは企業システムの再構築とともに、自動化と改善を提案し、それらが次世代という新

しい製品基準をクリアし、新たな市場への参加を実現できるのである。 

 

これら新しい企業経営の基準やコンセンサスは、時代という新しい可能性であり、それらは

正しい企業への新しい要求なのである。 

 

これらは次世代技術とシステムという新しい企業への要求が存在するため、それら新しい

企業製品と企業環境の構築は未来への参加の必要性なのである。 

 

これは経営チームにおけるコンセンサスを求め、それら時代要求をクリアすることで、企業

がその市場への参加をクリアできるのである。 

 

これら新しい現実は基準と要求を有するため、これらのクリアにおいて自己を有すること

は唯一今という変化に対してアドバンテージと健全性を与えることができるのである。 


